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9月 26日 夕2004 われら地球人

2004年 4月～9月の主な事業

45 M「 Aニ ュースレターN038発 行

49 英会話初lvl 中級コース開請

412 ドイツ語講座開調

425 MFA理 事会

5 9 守谷市青少年海タト派遭事業派遣団員ま考の支援

511 第29回タト国人のためのボランティアEl本語講座

516 MFA総 会

548 竜ヶ崎市姉妹都市交流委曇会来市

529 守谷市青少年海タト派遣事業事前bllイに会協力

67 スヘイン語講座FTI講

612 13 JCA研 修員ホームステイ

613 青年交流委曇会がアヤメ祭りに参加

625 M「 A二 ■―ズレターN●39発行

71l M FAサ ロン 陪 巻きから見えるヘ トナムJ

714 第29回●I国人のためのポランティア日本語講

座修了式

821 守谷市青少年海タト派遣事業派遭コ員及び弓=者

帰国IF・告会

821 22 青年交流委員会が北守谷団地夏祭りに参加

93 美会話初緞 中泄コース門講

94 中国語初級コース開講

98 ポランティア日本語調師養成諾座開講

926 MFAフ ェスタ |われら地球人J

929 第30回タト国人のためのポランティアロ本語講座



「」

」CA研 1,員と在住タト国人を招待して行われたM FAフ ェ

スタ.

今年はあいにくの雨模様でしたが OCA研 修曇65人を

含め 250人 がログハウスに集いまtンた

朝から断続的に雨が降 Dて いましたが JCAが 至J着し

たとき|ま上んでいて ,波 踊りのウェルカムバレー ドは無

事行われましたが その後はまた雨に降られました.今 年

で?回を数えるM FAフ ェスタですが 雨に降られたのは

初めてのことです.

それてt,テン トの中では 日本の遊びや折り紙 雪の体

験などが行われ また 室内でもお茶席やちぎり絵 書道

の体験コーナーがあり 」CA研 4多曇t,楽tンんでいまt た́.

午後からは大ホールに舞台を移し アルファベット|百に

よる国旗の入場があり 南中ソーラン ロ本舞踊 11道

居合い 0`、 っとこなどの日本文イ
`の

紹介やJ CAアワー

として国名あてクイズ 国旗の持つ意味や自国文化を紹介

する歌やタンスなどが披露され 異支イヒ交流の一日を楽し

く過ごしました。
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の日本文イヒを体験でき とでも楽しい時間を過ごすこと

ができました。子どもたちもとでもかわいかったです.

1 私は来月スリランカに帰りますが 今日の写真や出来 |

1事 を家族や友違に話したいと思います。        |

1 今日はどうもありがとうございました.       |

2



ヘ トナム出身のチヤオさん 1在日5年 |か ら 今

日本でt,人気のベ トナムの春巻き ,生 揚げの二種類,

の作り方を教えていたださ ベ トナムの東亡′い話をイ司

い青した.参 カロ者は64人 |うちタト国の方は6カ国 23

人|で tンた 千「気あいあいのうちに春ささ作りに月

`戦した後 試食|ン その後の歓言ヽと 交流と情報交換の

場となりまtッた 春杏き|ま形を,イ るのが難t く́ 実

いや奇戸が起こり 英語や中国語が飛び交うなど イ

ンターナシ∃ナルな催しになりまし′た

昂後にチャオさんが ベ トナム・
‐

「1口良くなる |と

いう計を歌 りてくださり 澄んだ■がとでt,心に残リ

まt た́

′
′　
―ヽ

、
Ｍ
〕

JKA研 修員をお招きbrOホ ーAスティ

ヽたち家族は 市の広幸F・こ載 ,た 「ホームステイ■け

人イ家1矢募集Jに:応皇L′ 6月 に学びの里で IGつrr.lc

lガーミー 1に会 りた.事 前に知らされていたのは 「ス

リランカ出身 3′歳 男 生 子どt,2人 豚肉と牛肉が

古手Jと いうだけ とで十,楽t み́に1′ていた.カ ーミー

は小柄な とでも■やかな実顔の獣医さム,た,た ''一

ミーとます仲良くな った口,ま我家の2人の,デl■たちであ

る.ガ ーミーの手を印り 0さ に東り 我家にきてから

はヽ中を案内L′て`士わり よよこと遊0の ハハ役∴てさ

せた そtンで 食卓では家族全員でカーミーの出身国で

あうスリランカの手を聞かせてもらう 気1美や0ヽ 物

政府のこと 風習 宗教 ガーミーの家1集や家のこと

仕事のこと 本当|「言Jは「きない 方―ミーt, |ヽ,こ日

本の家・
T■,■りや 町11み 11事 十 日本人の理11でき

1,い行動などについて質問tて くる 特に 電向上 仕

事|う会社組織のあり方(盛 り「が ,たのか 夫とは■遅

くまで千をし′ていたようた.

た:Jた¬,肖2

ヨのホ ムス

テイ受け人オ1

と い う こ と

で 本当にや

間はあ っとい

う間に過ぎて

[ ま́ Jた ガ

ミ に喜れ,

で|,らおうと す城県自然

博吻館へ行 Jた りしたが

そオtよりt,t)J[′、|こぁ氏を

t て́ゆ っくりII茶を飲んで

し

'Iか

,たとあとで思 ,た

まと 本当に 緒に話をし

ていたコ寺すか楽しかつた

ガーミーを_CA‐国際協

力事業団 のり‖二所まで送 ′

てt)ンで お別/1をすると

き 本当に寂tッくな ってtンまつた 最近の私たちの生活

でこん41に■,他人と触れ合うこと,(無 か ,た と思う

た ,た2日臣の問なのに 私たちは家i矢のような気1寺ち

にな りでいたのた 受 サ入れから1カ月が11とうとt て́

しヽ
`今

でt,『 とt,たちは方―ミーあての手紙を書き

llttFを蒟t てヽt るヽ 家族でガーミーのことを気にtンて

t るヽ そし′てよたい[)か 週末にカーミーを我家「「檸′寺

じ′ようと話t 合́ Jてtlる

言葉なんがではない 1我家は■託は得芦ては,tl

■と凛て会話し r,の ,S、れらいか+,てたことに,■謝t′て

tlる そtッてこれがらt, tiか く知り合えたカ ミ

との素敵な共係をできるた 1大切に育てていきたいと考

えてt]る

こんな素商,■■会いを与′てく■た 守0わ 国際●流

協会の方Itlしから■謝している.

2004年 7月 lι曰  甲 原子



守谷市アヤメ祭り。北守谷団地夏祭りに

青年交流委員会が出店
私たち青年交流委邑会は 先日行われたアヤメ祭リ

に スリランカやラオスの子どt,たちへの就学援助を

目的とする活動の一環として出店しました.こ れは毎

年行 っている活動の一つです.

当日の早朝 私たちは土砂降りの中 四季の里公園

に集まりました.あ まりの雨に 出店をやめようかと

思いましたが 少しでもお客さんが来ればと思い準備

をすることにしました。多くの方々からの寄付品を景

品として 今

年もlll年と同

様ダーツをtン

まt た́。初め

は雨のため

あまり言わ+1る

人はいません

でしたが 雨

が5Sくなると

3月28日から4月4日の一

週間 』CA筑 波と茨城県国

際交流協会が企画したカン

ポジアスタディーツアーに

参力□しました.

到着の翌日はます JCヘ

現地事務所を訪問し カン

ポジアの歴史や現状 日本

人も増え 特

に小学生がた

くさん来てく

れて とても

活気あふれる

場となりまし

た.お 昼を過

ぎると太陽も出てきて客足もイ申び お客さんとの会話

を楽しみながら活動することができました.

限られた時間 人数での準備で とてt,大変でした

が お客さんとの会話や メンパーとの準備は充実し

たもので 非常に素晴らしい時間を過ご0こ とができ

ました。今年は雨だ りたにもかかわらず 昨年以上の

寄●金が集まり大成功でした.ま た 私たちの活動の

写真を熱心に見てくださ った方やポランティアの内容

を質問してくださる方t′たくさんいて 私たちのや っ

ていることを多くの人に知 ,てt,らえたという点でも

大成功だつたといえます.

多くの人の協力のおかけて成功することができ=し

た。この場をお惜りしておネし申し上げます

6月 13日  守谷アヤメ祭り会場で

１

燦

8月21曰 」ヒ守谷団地夏祭り会場で

青年交流委員会 鈴木良介

す。機械だけで作業を進めたほうか効率3勺

なのですが その後の保守を考え″凛ぎ 現

地の人が技イ市をま□っていたほうが良いから

です.ま た その技術を他に広められると

いうことも考えてのことだそうです.

3日目は学校関係の話を聞いたリ タケ

の活動を聞きまtンた.,午後からはフノンベン郊タトヘ行き

農村給水施設 i丼戸
'を

視察しました。人体に害のない

地下水を汲み上げるには50メ ー トルも掘らなくてはな

らないので 現地の人だけでは不可能なのです。その農

本Jで会 ,た子ど+,たちは フノンヘンにいた子ともとは

違い お金を求めるわけではなく 満面の笑みで近付い

てきます.,そんな子どもたちを見ていると 青年海タト協

力l・I員として教育ボランティアに参カロすることも進路の

一つ と思うようになりました.

2日目は清漑工事の現場を見ました.シ ∃ベルカーで

固い土を掘り その後現地の人が手作業で水路を整えま

オという地方の1主民の家へ行き その喜らしを見たリ

日本大使館を表敬訪問しました

4日曰は孤児院を訪問 上手に日本語を言ごすツチアと

いう子どt,に会いました,公務昌の月給が20ドルとい

うこの国で アンコールワットなどのパスガイドになれ

ば一日20ドルがもらえるそうです.,

5曰目は一番行きたかつた幼稚園の訪問てした.文字

や数を教えていますが紙や錯筆がなく 物を作ったり楽

器に触れさせたくてt,お金がなくてできないと言ってい

ました.子どもたちは大きい声で楽しそうに学んでおり

この子たちが大きくな フて国を動かすような年齢になれ

1ま カンポジアも今よりすっと発展しているだろうと感

じました。

今回のツアーで学んだことはたくさんあります.点 数

をつけるとしたら100点だと思います.こ の一週間は今

まで生きてきたどの一週間よりも充実し 人生観を変え

てしまうほどC)価値がありました.今 後もスタデイーツ

アーや国際交流の機会があれば 積極Blに参力Dしたいと

思います.
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